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▲入江崎分会 

支部長メッセージ代読 

多摩分会 屋外開催▶ 

退

職

予

定

者

代

表

挨

拶 

▶ 

▲挨拶する渋谷支部長 

セ
ー
ジ
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
現

実
に
学
び
、
差
別
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
職
場
環
境
を
築
い

て
い
く
」
考
え
が
示
さ
れ
た
。
気
を

付
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
「
自

分
の
心
の
中
に
も
差
別
意
識
が
あ

る
」
こ
と
、
差
別
や
偏
見
を
「
自
分

の
問
題
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
、「
職
場
研
修
を
機
に
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
が
持
て

る
職
場
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
」
と
い

う
思
い
が
伝
え
ら
れ
た
。
各
職
場
の

人
権
意
識
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
局
が
実
施
す
る
人
権
研
修

へ
の
参
加
」
、
「
人
権
学
校
な
ど
外
部

の
人
権
研
修
を
受
講
し
講
習
内
容
を

広
く
職
場
で
周
知
」
、
「
人
権
啓
発
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
用
い
た
職
場
内
研
修
」
、
「
総

合
職
場
研
修
で
の
人
権
学
習
」
な
ど
、

職
場
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
あ
っ
た
。
２

０
１
６
年
か
ら
の
支
部
人
権
標
語
の

取
り
組
み
は
今
年
で
７
回
目
。
多
く

の
方
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
今
年
の
応
募
総
数
は
昨
年
比
26

通
増
で
98
通
の
応
募
。
半
数
以
上
は

昨
年
未
応
募
者
か
ら
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
多
く
の
方
に
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
。
12
月
１
日
の

支
部
人
権
部
長
会
議
で
、
応
募
標
語

か
ら
支
部
優
秀
標
語
を
選
定
。
応
募

者
名
を
隠
し
選
定
し
た
結
果
、
２
年

連
続
で
王
禅
寺
分
会
のX

X
X

X

さ
ん

の
標
語
が
優
秀
標
語
に
選
ば
れ
た
。

「
明
る
い
職
場
を
作
る
の
は 

心
の

余
裕
と
あ
な
た
の
配
慮
」
。
誰
も
が
働

き
や
す
い
、
明
る
く
楽
し
い
職
場
を

実
現
す
る
た
め
、
心
に
余
裕
を
持
っ

て
業
務
に
の
ぞ
み
、
そ
し
て
他
の
だ

れ
で
も
な
い
「
あ
な
た
」
が
、
職
場

の
様
々
な
人
に
対
す
る
配
慮
を
心
が

け
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
考
え
を
標

語
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
職
場

単
位
で
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
態
が
３
年
以
上
続

き
、
人
権
の
学
び
の
か
た
ち
も
変
化

し
て
い
る
。
学
習
に
つ
い
て
の
手
法

を
議
論
し
、
人
権
部
長
会
議
で
学
習

の
機
会
を
作
り
全
体
へ
広
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

参加いただいた

みなさま▼ 

国
で
定
め
た
「
人
権
週
間
」
に
お

け
る
取
り
組
み
で
、
清
掃
職
場
で
は

コ
ロ
ナ
禍
３
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
各
職
場
の
協
力
の
元
、
組
合
員

６
４
８
人
が
参
加
し
た
。
内
容
は
、

開
催
趣
旨
説
明
、
支
部
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
代
読
、
人
権
に
関
す
る
職
場
取
組

み
の
報
告
と
今
後
１
年
間
の
取
り
組

み
目
標
の
周
知
な
ど
。
支
部
長
メ
ッ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立
候
補
し
ま
す
。
皆
で
応
援
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
だ
コ
ロ

ナ
禍
で
予
断
は
許
さ
な
い
状
況
で
す

が
、
皆
様
の
協
力
や
横
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
て
組
合
も
成
り
立
っ
て
い
ま

す
の
で
統
一
地
方
選
挙
勝
利
、
２
０

２
３
春
闘
勝
利
に
向
け
て
闘
っ
て
い

き
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い

て
来
賓
の
市
職
労
本
部
「
中
山
副
中

央
執
行
委
員
」、
現
業
評
議
会
「
田
端

議
長
」、
市
労
連
特
別
執
行
委
員
「
堀

添
市
議
」
、
支
部
推
薦
の
市
議
会
議
員

立
候
補
者
の
「
長
谷
川
と
も
か
ず
」

氏
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

各
分
会
か
ら
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、

最
後
に
渋
谷
支
部
長
か
ら
、「
今
回
は

こ
ん
な
形
で
の
開
催
に
な
っ
た
が
２

月
に
は
退
職
者
送
別
会
が
あ
り
、
４

月
に
は
新
人
も
入
っ
て
き
ま
す
。
で

き
る
限
り
皆
で
集
ま
れ
る
場
を
設
け

ら
れ
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何

卒
、
今
年
１
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
２
０
２
３
春
闘
勝
利
、
統
一

地
方
選
挙
当
選
に
向
け
清
掃
支
部
団

結
し
て
頑
張
ろ
う
！
」
で
閉
会
し
た
。 
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「
人
権
週
間
」 

職
場
研
修 

開
催 

 

 

２
０
２
３
年
１
月
13
日(

金)

、
市

労
連
会
館
５
階
講
堂
に
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
が
行

わ
れ
る
中
、
３
年
ぶ
り
に
川
崎
市
職

労
清
掃
支
部
２
０
２
３
旗
開
き
が
行

わ
れ
た
。
始
め
に
渋
谷
支
部
長
か
ら
、

「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
言
う
こ
と
で

旗
開
き
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
今
年
は
立
食
等
は
無
し

と
い
う
形
で
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
を
事
故
・
怪
我
な
く
乗
り

越
え
ら
れ
た
の
は
皆
様
の
お
力
の
賜

物
で
す
。
引
き
続
き
事
故
・
災
害
等

も
無
く
、
安
全
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
市
職
労
中
央
執
行
委

員
、
清
掃
支
部
、
現
評
三
役
の
選
挙

が
あ
り
、
ま
た
２
０
２
３
統
一
地
方

選
挙
川
崎
市
議
会
議
員
選
挙
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
昨
年
、
飯
塚
正
良
議
員

が
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
意
思
を
継
い

で
元
建
設
支
部
支
部
長
の
「
長
谷
川

と
も
か
ず
」
氏
が
統
一
地
方
選
挙
に

新
春 

清
掃
支
部
旗
開
き 

開
催 

２
０
２
３ 

清
掃
支
部
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
撤
廃
と
人
権
の
確
立
を
め
ざ
し
、

気
づ
き
、
発
信
で
き
る
組
合
員
と
な

る
た
め
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
も
そ
の
一
環
と

し
て
、
支
部
・
局
一
体
と
な
り
「
人

権
週
間
」
職
場
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
支
部
で
人
権
標
語
を
募
集
し
、

人
権
部
長
会
議
で
選
考
し
た
結
果
、

２
年
連
続
で
王
禅
寺
分
会
・X

X
X

X
さ
ん
の
標
語
が
優
秀
標
語
に
選
ば
れ

た
。
こ
う
し
た
支
部
・
局
や
各
職
場

単
位
で
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
一

方
で
、
支
部
人
権
部
長
会
議
な
ど
支

部
単
位
で
の
活
動
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。 

２
０
２
２
年
度 

清
掃
支
部
主
催 

退
職
予
定
者
送
別
会
開
催 

２
０
２
３
年
２
月
３
日
（
金
）
18
時

45
分
か
ら
、
武
蔵
小
杉
に
あ
る
ホ
テ

ル
精
養
軒
「
飛
翔
の
間
」
に
て
、
清

掃
支
部
主
催
の
退
職
者
送
別
会
が
開

催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
過
去
２
年
開
催
が
中
止
さ

れ
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

明
る
い
職
場
を
作
る
の
は 

心
の
余
裕
と
あ
な
た
の
配
慮 

渋
谷
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
42

名
中
20
名
の
退
職
予
定
者
が
集
ま

り
、
各
々
が
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

分
会
ご
と
に
退
職
者
の
様
々
な
職
務

経
歴
等
が
紹
介
さ
れ
、
退
職
予
定
者

代
表
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、

退
職
予
定
者
全
員
が
集
ま
り
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
尊
敬
す
る
先
輩
方
を

後
輩
達
は
盛
大
な
拍
手
で
送
り
出

し
、
和
や
か
に
会
は
終
了
し
た
。 
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ブ
ー
ビ
ー
賞
・
以
下
参
加
賞
と

し
順
位
順
で
商
品
を
選
ぶ
シ
ス

テ
ム
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
、

分
会
員
の
ア
イ
デ
ア
で
コ
ロ
ナ

禍
で
も
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

分
会
・
管
理
職
が
共
同
し
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
分
会

員
の
希
望
に
沿
っ
た
賞
品
を
用

意
し
た
こ
と
で
、
後
日
行
っ
た

表
彰
式
も
大
変
盛
り
上
が
り
、

次
回
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
企

画
運
営
が
楽
し
み
で
す
。 

▲浮島処理センターから望む夕富士 

XXX さん 

XXXX さん 
XXXX さん 

XXXX さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
ん
に
ち
は
、
宮
前
生
活
環

境
事
業
所
の

X
X

と
申
し
ま

す
。
入
所
し
て
も
う
す
ぐ
３
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
日
々
、
優
し
い
先
輩
方
に

助
け
ら
れ
、
今
日
も
元
気
に
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の

写
真
は
、
三
重
県
の
伊
勢
志
摩

に
行
っ
た
時
の
も
の
で
す
。
こ

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
王
禅
寺

分
会
で
す
。
分
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
「
紙
飛
行
機
飛
ば
し
大
会
」
の

紹
介
を
し
ま
す
。
ル
ー
ル
と
し

て
、
事
務
所
前
廊
下
に
男
性
用
・

女
性
用
の
ラ
イ
ン
を
引
き
、
自
分

で
作
っ
た
紙
飛
行
機
を
２
回
飛

ば
し
、
飛
距
離
の
合
計
で
順
位
を

決
め
る
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
日

時
は

10

月
の
１
週
間
を
設
定

し
、
昼
休
み
、
勤
務
時
間
終
了
後

に
行
い
ま
し
た
。
参
加
資
格
は
分

会
員
・
管
理
職(

商
品
提
供)

参
加

人
数
は
合
わ
せ
て
59
人
に
な
り

盛
大
に
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
１
位
か
ら
3０
位
・
７
位

支
部
賞
・
28
位
所
長
賞
・
４１
位

課
長
賞
・
と
び
賞
40
・
50
位
・

こ
で
の
目
的
は
釣
り
を
す
る
こ

と
で
、
今
回
初
め
て
筏(

イ
カ
ダ)

釣
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
大
自

然
に
囲
ま
れ
た
中
、
早
朝
か
ら

日
が
沈
む
ま
で
大
好
き
な
釣
り

が
出
来
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
三
重
県

は
食
べ
物
も
美
味
し
く
、
な
か

で
も
三
大
湯
豆
腐
と
呼
ば
れ
る

『
一
月
家
』
さ
ん
は
本
当
に
お

薦
め
で
す
！
伊
勢
神
宮
に
お
参

り
し
て
、
夜
は
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
お
店
で
美
味
し
い
お
酒

と
肴
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

き
れ
い
な
富
士
山
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
浮
島
処
理
セ
ン
タ

ー
は
味
気
無
い
工
場
地
帯
の
中

に
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
一

風
変
わ
っ
た
景
色
を
紹
介
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
浮

島
処
理
セ
ン
タ
ー
は
稼
働
か
ら

３
０
年
近
く
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
で
す

が
、
焼
却
炉
の
工
事
や
外
壁
の
補

修
工
事
等
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
現
役
で
稼
働
し
て
い
き

ま
す
！ 

今
回
、
紹
介
す
る
組
合
員
は
、

本
庁
分
会
の

X
X

職
員
で
す
。

X
X

職
員
は
、
廃
棄
物
政
策
担
当

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環

に
係
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
４
月
に
「
か
わ

さ
き
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
市
民
、

事
業
者
、
行
政
が
実
施
し
て
い

る
様
々
な
資
源
循
環
や
拠
点
回

収
な
ど
の
取
組
を
連
携
し
、
取

組
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
幅
広
い
製
品
に
使

わ
れ
て
お
り
、
現
代
社
会
に
不

可
欠
な
素
材
で
あ
る
一
方
、
不

直
営
を
さ
さ
え
る 

仲

間

達 
(378) 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
臨

港
分
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち

着
い
て
き
て
様
々
な
規
制
が
緩

和
さ
れ
て
い
く
中
、
浮
島
処
理

セ
ン
タ
ー
で
は
小
学
生
の
見
学

案
内
も
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し

た
。
浮
島
処
理
セ
ン
タ
ー
は
川

崎
市
の
端
に
あ
り
、
周
辺
に
高

い
建
物
も
少
な
い
た
め
、
見
学

案
内
の
本
筋
と
は
逸
れ
ま
す

が
、
周
辺
の
様
々
な
景
色
も
一

緒
に
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
北
を
見
る
と
川
崎
の
市
街

地
や
建
設
中
の
本
庁
舎
が
、
東

を
見
る
と
羽
田
空
港
の
先
に
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
、
西
を
見
れ
ば
川

崎
・
横
浜
の
工
場
群
の
先
に
、

本
庁
分
会 

X
X

 X
X

(X
X

X
 X

X
X

X
) 

① 

年

齢
：
35
歳 

② 

入
庁
年
度
：
２
０
１
４
年
度 

③ 

分

会

役
：
な
し 

④ 

職

種
：
機
械
職 

⑤ 

業
務
内
容
： 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
に
係
る
取
組 

⑥ 

趣
味
、
最
近
は
ま
っ
て
い
る
事
： 

登
山 

適
正
処
理
に
よ
り
、
世
界
全
体
で

年
間
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
洋
へ
流
出

し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
魚
の
重
量
を
上
回

る
量
が
海
洋
環
境
に
流
出
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
未
来
を
回
避
す
る
た

め
、
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
な
ど
、

身
近
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

分
会
だ
よ
り 

 
 

 
王
禅
寺
分
会 
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直
営
を
さ
さ
え
る 

仲

間

達 
(377) 

宮
前
分
会 

X
X

 X
X

(X
X

X
 X

X
X

) 

 

① 

年

齢
：
33
歳 

② 

入
庁
年
度
：
２
０
２
１
年
度 

③ 

分

会

役
：
教
宣
部
長 

④ 

職

種
：
技
能
職 

⑤ 

業
務
内
容
：
収
集
運
搬
業
務 

⑥ 

趣
味
、
最
近
は
ま
っ
て
い
る
事
： 

旅
行
・
釣
り
・
動
画
鑑
賞 

環
の
取
組

に
御
協
力

を
お
願
い

し
ま
す
。 

分
会
だ
よ
り 

 
 

 

臨
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分
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